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寿地区では、『地域の子どもは地域で育てる・子どもは寿の宝』を合言葉に、地域と学

校が連携して子どもたちを育て、子どもたちも学校と地域からより多くのことを学ぶ環境を

つくるために、寿地区学校応援団を組織し活動をしています。そして、この活動の中では、

多くの地域ボランティアの皆様の協力が不可欠です。

子ども達の学習支援や伝統文化の継承（しめ縄づくりなど）の手伝いをしてくれるボラン

ティアの方を募集しています。子どもたちにあんなことやこんなことを教えたい、子どもた

ちと楽しく活動してみたい方はぜひ寿公民館まで連絡ください。

寿財産区のきずなの森（旧学有林）で寿小学校5年生を対象に、治水・山林の役割を学

ぶ現地学習として、里山体験学習を実施しました。トレッキング、林業体験、名札づくり、

きのこ取りなど盛りだくさんの内容で、子どもたちは一日自然に触れ楽しみました。

今回、寿財産区、寿さと山くらぶ、一般ボランティアの大勢のスタッフの協力がありま

した。ありがとうございました。

▼ 事前学習の様子

▼ 木でできた橋を慎重に

渡ります

▲ 伐採して倒れた大木に

直接触れ合います



地域ボランティアの方々に教わりながら、3年生を対

象にわらすぐりとしめ縄体験学習が行われました。

初めての体験の子どもが多く、「上手くできない」

「すごく難しい」と苦戦している場面もありましたが、

最後まで頑張って完成させました。子どもたちとしめ縄

を作りたい方は、ぜひ公民館までお声掛けください。

５月１５日に寿小学校5年生が田植え体験学習を行いました。鉢伏ファームの皆さんの

ご協力により全クラスが田植え体験を行うことが出来ました。美味しいお米ができるよう、

子ども達は泥だらけになりながらも一生懸命田植えを行っていました。

農業の担い手が減少している時代ですが、実際に体験してみることで子どもたちが農業

に関心を持ち、将来への視野を広げるきっかけになったのではないでしょうか。


